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(54)【発明の名称】 有機ＥＬパネル駆動装置の温度補正回路

(57)【要約】
【課題】  ＶＨ電圧設定回路とＶＭ電圧設定回路を同一
回路内に設け、この回路に温度補正機能を持たせること
により、ＶＨとＶＭの最適な補正を行う。
【解決手段】  縦方向に陽極を、横方向に陰極を配し、
各交点に発光素子を配し、陰極線１本毎にクロストーク
防止のための電圧（ＶＭ）を、陽極線１本毎に定電流源
駆動する電圧（ＶＨ）をそれぞれ供給し、各陰極線を順
次走査する単純マトリクス駆動型有機ＥＬパネル駆動装
置において、定電流源を駆動する電圧（ＶＨ）を抵抗
（Ｒ１、Ｒ３）で分圧することによりクロストーク防止
のために各陰極線に印加される電圧（ＶＭ）を設定し、
分圧したＶＨを検出し、基準電圧と比較してＶＨを設定
し、温度センサ（Ｒｔｈ）を用いてＶＨを制御する温度
補正回路を備えた。



(2) 特開２００１－３４３９３２

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  縦方向に陽極、横方向に陰極、各交点に
発光素子を配し、陰極線１本毎にクロストーク防止のた
めの電圧（ＶＭ）を、陽極線１本毎に定電流源駆動する
電圧（ＶＨ）をそれぞれ供給し、前記各陰極線を順次走
査する単純マトリクス駆動型有機ＥＬパネル駆動装置に
おいて、
前記ＶＨと、ＶＭのそれぞれを設定する回路を共用し、
温度補正を行う電圧制御回路を備えたことを特徴とする
有機ＥＬパネル駆動装置の温度補正回路。
【請求項２】  前記電圧制御回路は、
前記ＶＨを分圧することにより前記ＶＭを設定し、温度
センサを用いて前記ＶＭを制御するとともに、
前記分圧したＶＨを検出し、基準電圧と比較してＶＨを
設定し、前記温度センサを用いて前記ＶＨを制御する温
度制御回路とを備えることを特徴とする請求項１に記載
の有機ＥＬパネル駆動装置の温度補正回路。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、縦方向に陽極、横
方向に陰極を配し、各交点に発光素子を配し、陰極線１
本毎にクロストーク防止のための電圧（ＶＭ）を、陽極
線１本毎に定電流源駆動する電圧（ＶＨ）をそれぞれ供
給し、前記各陰極線を順次走査する単純マトリクス駆動
型有機ＥＬパネル駆動装置に用いて好適な有機ＥＬパネ
ル駆動装置の温度補正回路に関する。
【０００２】
【従来の技術】図３に有機ＥＬ（Electro  Luminescenc
e）パネルの駆動回路を示す。（ａ）に車載用モニタ、
（ｂ）に携帯電話に使用される駆動回路が例示されてい
る。陽極側は、オンオフ機能を持った定電流回路（ＶＨ
により駆動）と、端子－ＧＮＤ間のスイッチで構成し、
走査中の素子を発光させるときは、電流をオン、非発光
のときは残留電荷を放電させ、確実にオフさせるために
端子をＧＮＤ電位へ接続する。
【０００３】陰極側は走査中の端子をＧＮＤに、それ以
外の端子はオープンにする。この場合、オープン状態に
された端子の残留電圧によっては駆動電流が漏れ、クロ
ストークが発生する危険性がある。クロストーク防止の
ために電圧ＶＭが印加され、ＶＭ≒ＶＦ（素子の発光時
の順方向電圧）に設定することで確実にオフさせること
ができる。ここで、ＶＭ＜ＶＦのときクロストークが発
生し、ＶＭ＞ＶＦのとき逆バイアスに充電する電流が流
れ、消費電流が増加する。
【０００４】ところで、素子の発光時の順方向電圧ＶＦ
は温度によって変化する。図４に電圧－温度特性を示
す。図中、ｄは定電流源が動作するのに必要な最低電圧
であり、ＶＭ及びＶＨを一定にすれば、低温ではクロス
トークが発生し、高温では電力の損失（ＶＭ系の損失ａ
ならびにＶＨ系の損失ｂ）が多くなる。そのため温度補
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正が行われる。
【０００５】図５にこの温度補正回路が示されている。
図５中、（ａ）はＶＭ設定回路、（ｂ）はＶＨ設定回路
である。ＶＭ設定回路において、抵抗Ｒ１、Ｒ２により
ＶＨを分圧し、ＶＭを設定している。ここでは、ＶＭ＝
Ｒ２・ＶＨ／（Ｒ１＋Ｒ２）である。ＶＨ設定回路にお
いて、ＤＣ－ＤＣコンバータを介して分圧したＶＨを基
準電圧Ｖｒｅｆと比較してＶＨを設定している。ＶＨを
設定する回路にサーミスタ（Ｒｔｈ）を使用し、ＶＨを
温度によって制御している。つまり、ＶＨの変化分のＲ
２／（Ｒ１＋Ｒ２）がＶＭの変化分になる。
【０００６】図６に、電圧－温度特性を示す。図６にお
いて、ＶＨを最適に補正するとＶＭは補正不足となり、
ＶＭを最適に補正するとＶＨは補正過剰になる。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】上述したように従来に
おける有機ＥＬパネル駆動装置の温度補正回路は、ＶＨ
設定回路とＶＭ設定回路を独立して設け、ＶＨ設定回路
に温度補正のための機能を持たせることでＶＨとＶＭを
補正していた。従って、構成部品の部品点数が多く、コ
スト高になる他、信頼性の面でも好ましくない。また、
図６に示すように、ＶＨを適正に補正すればＶＭは補正
不足となり、逆に、ＶＭを適正な補正にするとＶＨが補
正過剰となって最適な補正ができないといった欠点を有
していた。
【０００８】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、ＶＨ電圧設定回路とＶＭ電圧設定回路を同一回路
内に設け、この回路に温度補正機能を持たせることによ
り、ＶＨとＶＭの最適な補正を可能とする有機ＥＬパネ
ル駆動装置の温度補正回路を提供することを目的とす
る。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記した課題を解決する
ために請求項１に記載の発明は、縦方向に陽極、横方向
に陰極、各交点に発光素子を配し、陰極線１本毎にクロ
ストーク防止のための電圧（ＶＭ）を、陽極線１本毎に
定電流源駆動する電圧（ＶＨ）をそれぞれ供給し、各陰
極線を順次走査する単純マトリクス駆動型有機ＥＬパネ
ル駆動装置において、ＶＨと、ＶＭのそれぞれを設定す
る回路を共用し、温度補正を行う電圧制御回路を備える
こととした。このことにより、ＶＨ設定とＶＭ設定のた
めの回路を同一回路内に設けたことから回路を構成する
部品点数の削減をはかることができ、また、ＶＨとＶＭ
に最適な温度補正を施すことができる。
【００１０】請求項２に記載の発明は、請求項１に記載
の有機ＥＬパネル駆動装置の温度補正回路において、電
圧制御回路は、ＶＨを分圧することによりＶＭを設定
し、温度センサを用いてＶＭを制御するとともに、分圧
したＶＨを検出し、基準電圧と比較してＶＨを設定し、
前記温度センサを用いてＶＨを制御する温度制御回路と
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を備えることとした。上記構成により、ＶＨを設定する
回路に温度センサを用い、ＶＨを温度によって制御する
ことによってＶＨが温度補正され、ＶＨの温度変化によ
ってＶＭが更に補正されることから、ＶＨとＶＭの最適
な温度補正が可能になるとともに、部品点数の削減をは
かった有機ＥＬパネル駆動装置の温度補正回路を提供で
きる。
【００１１】
【発明の実施の形態】図１は本発明における有機ＥＬパ
ネル駆動装置の温度補正回路の実施形態を示す回路図で
ある。本発明における有機ＥＬパネル駆動装置の温度補
正回路は、ＶＨの電圧設定回路とＶＭの電圧設定回路を*
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*同一回路で実現し、温度補正機能を付加することでＶＨ
の補正、ならびにＶＨの変化によるＶＭの補正を行う電
圧制御回路で構成される。この電圧制御回路は、定電流
源を駆動する電圧（ＶＨ）を、抵抗Ｒ１、温度センサＲ
ｔｈ、抵抗Ｒ３で分圧することによりクロストーク防止
のために各陰極線に印加される電圧（ＶＭ）を設定する
電圧設定回路と、ここで分圧したＶＨを検出し、サーミ
スタ等温度センサ（Ｒｔｈ）を用いてＶＨを制御し、こ
のＶＨの変化をＶＭに反映させる温度補正回路で構成さ
れる。
【００１２】

  ここで、ＶＨ・Ｒ３／（Ｒ１＋Ｒｔｈ＋Ｒ３）＝Ｖｒｅｆ
∴  ＶＨ＝（Ｒ１＋Ｒｔｈ＋Ｒ３）・Ｖｒｅｆ／Ｒ３
        ＝Ｖｒｅｆ・Ｒｔｈ／Ｒ３＋（Ｒ１＋Ｒ２）・Ｖｒｅｆ／Ｒ３…（１
）
    ＶＭ＝ＶＨ・（Ｒｔｈ＋Ｒ３）／（Ｒ１＋Ｒｔｈ＋Ｒ３）
        ＝（Ｒ１＋Ｒｔｈ＋Ｒ３）・Ｖｒｅｆ（Ｒｔｈ＋Ｒ３）
          ／Ｒ３（Ｒ１＋Ｒｔｈ＋Ｒ３）
        ＝（Ｒｔｈ＋Ｒ３）・Ｖｒｅｆ／Ｒ３
        ＝（Ｖｒｅｆ・Ｒｔｈ／Ｒ３）＋（Ｒ３・Ｖｒｅｆ／Ｒ３）  …（２
）

上記した式（１）（２）から明確なように、ＶＨとＶＭ
の温度に対する変化が等しくなる。
【００１３】図２は、図１に示す本発明の有機ＥＬパネ
ル駆動装置の温度補正回路電圧―温度特性を示す図であ
る。図中、ｄは、定電流源が動作するのに必要な最低電
圧である。図２に示すように、ＶＨとＶＦ≒ＶＭは温度
変化によっても交差することなく、理想に近い温度補正
が可能となる。
【００１４】以上説明のように本発明は、ＶＨ電圧設定
回路とＶＭ電圧設定回路を同一回路内に設け、この回路
に温度補正機能を持たせることにより、ＶＨとＶＭの最
適な補正を可能とする有機ＥＬパネル駆動装置の温度補
正回路を提供することができる。
【００１５】
【発明の効果】請求項１に記載の発明によれば、ＶＨ電
圧設定とＶＭ電圧設定のための回路を同一回路内に設け
たことから回路を構成する部品点数の削減をはかること
ができ、また、ＶＨとＶＭに最適な温度補正を施すこと
ができる。請求項２に記載の発明によれば、ＶＨを設定
する回路に温度センサを用い、ＶＨを温度によって制御
することによってＶＨが温度補正され、ＶＨの温度変化

によってＶＭが補正されることから、ＶＨとＶＭの最適
な温度補正が可能になるとともに、部品点数の削減をは
かった有機ＥＬパネル駆動装置の温度補正回路を提供で
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における有機ＥＬパネル駆動装置の温度
補正回路の実施形態を示す回路図である。
【図２】図１に示す本発明における有機ＥＬパネル駆動
装置の温度補正回路の電圧―温度特性を示す図である。
【図３】従来における有機ＥＬパネルの駆動回路構成例
を示す図である。
【図４】従来における有機ＥＬパネル駆動装置の電圧―
温度特性を示す図である。
【図５】従来における有機ＥＬパネル駆動装置の温度補
正回路の回路構成を示す図である。
【図６】図５に示す有機ＥＬパネル駆動装置の温度補正
回路の電圧―温度特性を示す図である。
【符号の説明】
ＶＨ…定電流源駆動電圧、ＶＭ…クロストーク防止逆バ
イアス電圧、ＶＦ…発光素子の順方向電圧、Ｒ１（Ｒ
３）…分圧抵抗、Ｒｔｈ…温度センサ（サーミスタ）
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摘要(译)

解决的问题：通过在同一电路中提供VH电压设置电路和VM电压设置电
路并为该电路提供温度校正功能，以最佳地校正VH和VM。 解决方案：
在垂直方向上布置阳极，在水平方向上布置阴极，在每个交叉点处布置
发光元件，并为每条阳极线为每条阴极线设置防止串扰的电压（VM）。 
在提供恒定电流源驱动电压（VH）并顺序扫描每条阴极线的简单矩阵驱
动型有机EL面板驱动装置中，恒定电流源驱动电压（VH）被电阻器
（R1，R3）分压。 设置施加到每条阴极线上的电压（VM）以通过施加
压力防止串扰，检测分压后的VH，通过与参考电压进行比较来设置VH，
并使用温度传感器（Rth）。 它装有控制VH的温度补偿电路。
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